
主な記事
・10年後の農地状況集計結果 ２面
・米屋の倒産・廃業２年連続増加 ３面
・技能検定試験問題と正解 ４－５面
・熱中症対策関連商品 ６－７面

◇
倒
産
・
休
廃
業
2
年
連

続
で
過
去
最
多

コ
メ
農
家
の
倒
産
お
よ

び
休
廃
業
・
解
散
は
、
コ

ロ
ナ
禍
は
小
康
状
態
だ
っ

た
が
、
2
0
2
3
年
に
83

件
と
急
増
。
24
年
に
は
89

件
と
な
り
、
2
年
連
続
で

過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

統
計
を
開
始
し
た
13
年
以

降
、
2
年
連
続
で
過
去
最

多
と
な
っ
た
。
25
年
も
す

で
に
倒
産
が
2
件
発
生
し

て
い
る
。

コ
メ
価
格
を
巡
っ
て

は
、
高
止
ま
り
し
て
い
る

生
産
資
材
な
ど
の
コ
ス
ト

上
昇
分
を
価
格
転
嫁
す
る

動
き
が
進
ん
で
い
る
。
24

年
産
の
Ｊ
Ａ
概
算
金
は
前

年
産
か
ら
2
〜
4
割
上

昇
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
概
算
金

は
例
年
8
月
頃
に
示
さ
れ

る
が
、
25
年
産
に
つ
い
て

は
在
庫
不
足
へ
の
不
安
か

ら
、
作
付
け
前
に
も
関
わ

ら
ず
春
先
に
提
示
す
る
動

き
が
出
て
き
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
全
農
に
い
が
た
は
2
月

28
日
、
一
般
コ
シ
ヒ
カ
リ

に
2
万
3
0
0
0
円
（
前

年
比
1
3
5
％
）、
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
2
万
5

0
0
0
円
（
同
比
1
2
8

％
）、
Ｊ
Ａ
福
井
は
4
月

23
日
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
2

万
2
0
0
0
円
（
同
比
1

2
8
％
）、
Ｊ
Ａ
全
農
あ

き
た
は
5
月
3
日
、
あ
き

た
こ
ま
ち
に
2
万
4
0
0

0
円（
同
比
1
4
8
％
）、

サ
キ
ホ
コ
レ
に
2
万
8

0
0
0
円
（
同
比
1
4
4

％
）
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
。

い
ず
れ
も
24
年
産
か
ら
3

〜
4
割
増
と
大
幅
な
引
き

上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
23
年
産
ま
で
は

肥
料
や
農
業
薬
剤
な
ど
生

産
資
材
価
格
の
高
騰
後
も

1
万
円
台
前
半
で
推
移
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
利
益

が
残
り
に
く
い
経
営
環
境

が
続
き
、
持
ち
堪
え
き
れ

ず
に
倒
産
・
休
廃
業
す
る

農
家
が
急
増
し
た
と
み
ら

れ
る
。

◇
23
年
度
の
最
終
損
益

「
業
績
悪
化
」
が
半
数
越

え
／
4
分
の
1
は
赤
字

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が

主
に
法
人
化
し
た
農
家
を

対
象
に
経
営
状
況
を
ま
と

め
た
調
査
で
は
、
コ
メ
農

家
の
23
年
度
の
業
績
は
最

終
損
益
で
「
赤
字
」
が

25
・
8
％
、「
減
益
」
が

29
・
4
％
で
、
合
わ
せ
て

55
・
2
％
が「
業
績
悪
化
」

と
な
り
、
全
体
の
半
数
を

超
え
た
。

同
社
は
、
就
農
者
の
高

齢
化
や
離
農
が
進
む
中
で

次
世
代
の
担
い
手
が
見
つ

か
ら
な
い
と
い
っ
た
深
刻

な
後
継
者
不
足
問
題
に
加

え
、
利
益
が
残
ら
な
い
こ

と
か
ら
翌
年
の
生
産
費
用

が
捻
出
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
家
族
経
営
の
み
な

ら
ず
法
人
経
営
で
も
起
き

て
お
り
、
コ
メ
農
家
の
廃

業
を
後
押
し
す
る
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
分
析
し
て

い
る
。

◆
30
年
で
農
業
従
事
者
数

は
7
割
減
・
農
地
面
積
は

3
割
減
◆

Ｊ
Ａ
全
中
は
昨
年
、
今

後
の
基
幹
的
農
業
従
事
者

数
に
つ
い
て
、
2
0
2
0

年
の
1
3
6
万
人
が
30
年

に
83
万
人
、
50
年
に
は
36

万
人
へ
と
30
年
間
で
1
0

0
万
人
（
7
割
）
減
少
す

る
と
推
計
。
ま
た
、
農
地

面
積
に
つ
い
て
は
、
20
年

の
4
3
7
万
㌶
が
50
年
に

は
3
0
4
万
㌶
と
な
り
、

1
3
3
万
㌶
（
3
割
）
減

少
す
る
と
の
見
通
し
を
示

し
て
い
る
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
と
、
2
0
2
4
年
に
発
生
し
た
コ
メ
農
家
（
米
作

農
業
）の
倒
産
お
よ
び
休
廃
業
・
解
散
は
89
件
に
の
ぼ
り
、過
去
最
多
と
な
っ
た
。

コ
メ
の
価
格
に
つ
い
て
は
昨
秋
以
降
、
よ
う
や
く
安
す
ぎ
る
価
格
が
取
り
立
た
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
23
年
産
ま
で
は
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
後
も
安
価
で
推

移
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
家
族
経
営
の
み
な
ら
ず
法
人
経
営
の
半
数
以
上
が
業
績

悪
化
と
な
っ
た
。

業
績
悪
化
で
翌
年
の
生

産
費
用
を
捻
出
で
き
ず

24年のコメ農家の倒産・休廃業 過去最多
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地
域
計
画
（
地
域
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
）
と
は
、
地
域
農
業
の

概
ね
10
年
後
の
将
来
の
あ

り
方(

担
い
手
へ
の
農
地

の
集
積
・
集
約
化
の
方

針
、
農
地
中
間
管
理
機
構

の
活
用
方
法
な
ど)

に
つ

い
て
、
農
業
者
や
地
域
が

話
し
合
い
、
考
え
を
ま
と

め
て
策
定
す
る
も
の
。
地

域
の
農
地
を
誰
が
引
き
継

い
で
ど
の
よ
う
に
ま
と
め

る
か
、
将
来
の
農
地
の
利

用
を
考
え
た
「
目
標
地

図
」
を
作
成
す
る
。
2
0

2
3
年
に
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
が
改
正
さ

れ
、
2
年
後
の
今
年
3
月

末
ま
で
に
策
定
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

3
月
末
時
点
ま
で
に
提

出
さ
れ
た
地
域
計
画
数

は
、
1
6
1
3
市
町
村
、

1
万
8
6
3
3
地
区
。
地

域
計
画
区
域
内
の
農
用
地

等
面
積
（
畜
舎
・
共
同
利

用
施
設
な
ど
農
業
用
施
設

面
積
を
含
む
）
は
4
2
4

万
㌶
で
、
こ
の
う
ち
、
農

用
地
区
域
内
の
農
地
面
積

は
3
8
0
万
㌶
、
目
標
地

図
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
農

業
者
が
10
年
後
に
引
き
受

け
る
経
営
面
積
は
2
8
4

万
㌶
と
な
っ
て
い
る
。

▽
目
標
地
図
に
位
置
付
け

ら
れ
た
農
業
者
の
7
割
は

担
い
手
以
外

目
標
地
図
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
農
業
者
は
1
1

5
・
8
万
経
営
体
。
こ
の

う
ち
、
認
定
農
業
者
や
認

定
新
規
就
農
者
な
ど
担
い

手
は
27
・
7
万
経
営
体

（
23
・
9
％
）、兼
業
農
家

な
ど
そ
の
他
の
農
業
者
は

71
・
8
万
経
営
体
（
83
・

2
％
）
で
、
そ
の
他
農
業

者
が
7
割
強
を
占
め
た
。

担
い
手
は
北
海
道
こ
そ

63
・
1
％
と
平
均
よ
り
圧

倒
的
に
多
い
が
、
他
で
は

そ
の
他
の
農
業
者
が
多

く
、
特
に
中
四
国
と
九
州

は
7
〜
8
割
を
占
め
た
。

▽
将
来
の
受
け
手
が
い
な

い
農
地
が
3
割
・
中
四
国

は
6
割
超
え

将
来
の
受
け
手
が
い
な

い
農
地
は
、
計
画
区
域
内

の
農
用
地
等
面
積
4
2
4

万
㌶
の
32
・
8
％
に
当
た

る
1
3
9
万
㌶
。
地
域
別

で
は
、
中
国
・
四
国
地
方

60
・
1
％
（
22
万
㌶
）
や

関
東
地
方
49
・
4
％
（
34

万
㌶
）
が
多
か
っ
た
。
一

方
、
担
い
手
の
割
合
が
高

い
北
海
道
は
13
％
と
低

く
、
北
陸
も
23
％
と
農
地

集
積
が
進
ん
で
い
る
。

◆
農
地
集
積
状
況
◆

2
0
2
3
年
度
の
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
率
は
、

全
国
で
60
・
4
％
。
前
年

度
か
ら
0
・
9
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
た
。
た
だ
、
集
積

状
況
は
都
道
府
県
で
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
り
、
平
均
値
を

超
え
て
い
る
の
は
10
道
県

の
み
。
20
都
府
県
は
3
割

未
満
に
と
ど
ま
り
、
北
海

道
（
91
・
8
％
）
が
平
均

値
を
大
き
く
押
し
上
げ
る

状
況
が
続
い
て
い
る
。

な
お
、
農
地
集
積
に
つ

い
て
は
、
全
都
道
府
県
に

仲
介
役
と
し
て
農
地
中
間

管
理
機
構（
農
地
バ
ン
ク
）

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
9
県
が
、
賃
借

時
に
手
数
料
を
徴
収
す
る

方
法
を
独
自
に
導
入
し
て

い
た
こ
と
が
、
共
同
通
信

の
調
査
で
判
明
し
た
。

農
地
の
貸
し
手
と
借
り

手
の
両
方
か
ら
徴
収
し
、

貸
借
料
の
0
・
5
〜
1
％

を
取
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

農
地
集
約
に
向
け
た
仲
介

件
数
が
増
え
る
一
方
、
国

か
ら
の
補
助
が
不
足
。
手

数
料
な
し
で
は
今
後
も
増

加
が
予
想
さ
れ
る
運
営
費

を
賄
え
な
い
と
判
断
し

た
。政

府
は
担
い
手
不
足
を

背
景
に
、
大
規
模
経
営
を

進
め
る
た
め
制
度
活
用
を

強
く
促
し
て
い
る
が
、
利

用
者
に
新
た
な
負
担
を
求

め
る
手
法
は
、
こ
れ
ま
で

の
農
地
集
約
の
流
れ
に
水

を
差
し
か
ね
な
い
。
運
営

費
に
は
農
地
の
保
全
管
理

費
や
職
員
の
人
件
費
な
ど

が
あ
る
が
、
7
割
程
度
が

国
の
補
助
金
で
、
残
り
は

都
道
府
県
か
ら
の
支
援
も

あ
る
が
額
は
限
ら
れ
、
今

後
、
事
業
運
営
の
財
源
確

保
が
課
題
と
な
る
。

農
林
水
産
省
は
3
月
末
を
期
限
に
提
出
さ
れ
た

各
市
町
村
の
地
域
計
画
の
策
定
状
況
を
公
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
将
来
、
農
地
管
理
を
行
う

7
割
は
兼
業
農
家
な
ど
担
い
手
以
外
の
農
業
者

で
、
ま
た
、
将
来
の
受
け
手
が
い
な
い
農
地
が
全

国
で
3
割
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

5
月
10
日
〜
16
日
は
愛

鳥
週
間
だ
っ
た
。
そ
こ
で

ふ
と
、
い
つ
か
ら
か
ス
ズ

メ
を
見
な
く
な
っ
た
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
調
べ
て

み
る
と
、
生
息
地
の
消

失
、
餌
や
採
食
場
所
の
減

少
、
気
候
変
動
が
原
因
だ

と
い
う
。

か
つ
て
は
家
屋
の
軒
下

や
瓦
の
隙
間
に
巣
を
作
っ

て
い
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
建
造
物
が
増
え
、
一

方
で
木
造
住
宅
が
減
少
し

た
こ
と
で
、
ス
ズ
メ
に
適

し
た
巣
作
り
環
境
が
少
な

く
な
っ
た
。
農
業
で
も
、

農
薬
の
使
用
で
餌
と
な
る

昆
虫
が
激
減
し
、
コ
ン
バ

イ
ン
の
普
及
で
収
穫
時
の

落
ち
籾
量
が
減
少
。
そ
も

そ
も
餌
場
と
な
る
田
畑
が

減
っ
て
お
り
、
ス
ズ
メ
に

と
っ
て
は
深
刻
な
食
糧
不

足
に
な
っ
て
い
る
。

減
っ
て
い
る
の
は
ス
ズ

メ
だ
け
で
は
な
い
。
環
境

省
と
日
本
自
然
保
護
協
会

の
調
査
に
よ
る
と
、
2
0

0
5
〜
22
年
度
の
18
年
間

に
、
全
国
の
里
山
な
ど
で

よ
く
見
か
け
る
鳥
類
1
0

6
種
の
う
ち
、
15
％
に
当

た
る
16
種
の
個
体
数
が
絶

滅
危
惧
種
の
基
準
に
相
当

す
る
ペ
ー
ス
で
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
ス
ズ
メ
は
年

3
・
6
％
、
オ
ナ
ガ
は
年

14
・
1
％
の
割
合
で
減

少
。
ツ
バ
メ
も
20
年
前
と

比
べ
て
約
4
割
減
少
し

た
。
地
球
温
暖
化
や
里
山

の
管
理
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
な
ど
が
原
因
だ
。
ス

ズ
メ
は
日
本
最
古
の
歴
史

書
「
古
事
記
」
に
も
登
場

し
、
日
本
人
に
は
身
近
な

小
鳥
の
一
種
だ
が
、
こ
の

ま
ま
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
絶
滅
す
る
可
能
性
が
あ

る
。野

鳥
の
個
体
数
減
少

は
、
欧
米
で
も
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
1
9
8
0
年

以
降
、
個
体
数
が
約
20

％
、
4
億
2
1
0
0
万
羽

減
少
し
、
北
米
で
は
1
9

7
0
年
以
来
30
億
羽
の
繁

殖
鳥
が
失
わ
れ
た
。
コ
ー

ネ
ル
大
学
鳥
類
学
研
究
所

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る

イ
ア
ン
・
オ
ー
エ
ン
ス
氏

は
こ
れ
ら
の
結
果
を
受

け
、「
長
期
的
に
は
人
間

の
生
涯
に
わ
た
る
大
規
模

な
生
態
系
の
崩
壊
を
意
味

す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

絶
滅
危
惧
種
や
危
惧
種

寸
前
と
い
わ
れ
る
種
は
世

界
的
に
増
え
て
い
る
が
、

動
植
物
は
す
べ
て
生
態
系

で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
オ

ー
エ
ン
ス
氏
が
言
う
よ
う

に
、
い
ず
れ
人
に
も
影
響

が
及
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。

実
際
、
中
国
で
は
1
9
5

0
年
代
に
ス
ズ
メ
を
稲
作

の
害
鳥
と
し
て
大
量
に
殺

し
た
こ
と
で
、
害
虫
が
大

発
生
し
飢
饉
の
一
因
に
な

っ
た
と
い
う
。

生
態
系
が
破
壊
さ
れ
る

原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人

間
の
活
動
に
あ
る
。「
生

息
地
の
環
境
破
壊
」「
外

来
種
の
増
殖
」「
動
植
物

の
乱
獲
」な
ど
だ
。結
果
、

人
間
は
自
分
で
自
分
の
首

を
締
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。作

物
も
畜
産
も
、
自
然

環
境
の
変
化
で
育
ち
に
く

く
な
り
、米
、野
菜
、卵
、

肉
、
魚
、
あ
ら
ゆ
る
食
材

が
い
つ
な
く
な
る
か
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
国

産
増
加
を
掲
げ
る
大
豆
や

飼
料
用
米
の
作
付
面
積
は

今
年
、
減
る
見
込
み
だ
。

主
食
用
米
を
増
や
す
ほ
ど

減
っ
て
い
く
。
あ
ち
ら
を

立
て
れ
ば
こ
ち
ら
が
立
た

ず
。
農
家
の
絶
対
数
が
足

り
な
い
の
だ
か
ら
当
然
だ

が
、
日
本
の
食
糧
は
危
機

に
瀕
し
て
い
る
。
人
間
も

ス
ズ
メ
と
同
じ
道
を
辿
る

か
も
し
れ
な
い
。

ス
ズ
メ
は
人
を
映
す
鏡

職
場
の
熱
中
症
対
策
が

6
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
。
同
法
は
、
法
人
・
家

族
経
営
な
ど
経
営
規
模
に

関
わ
ら
ず
全
事
業
者
が
対

象
と
な
る
た
め
、
農
機
店

や
農
家
も
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
行
法
に
は
予
防
的
措

置
と
し
て
、
労
働
者
に
塩

や
飲
料
水
を
備
え
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
施
行
後
は
早
期
発
見

や
重
症
化
防
止
な
ど
、
熱

中
症
が
疑
わ
れ
る
作
業
者

へ
の
具
体
的
な
対
応
策
と

し
て
、
左
記
3
点
が
求
め

ら
れ
る
。

①
報
告
体
制
の
確
立

熱
中
症
の
自
覚
症
状
や

疑
い
の
あ
る
人
が
い
た
場

合
の
連
絡
先
や
担
当
者
を

事
業
所
ご
と
に
定
め
る
。

②
重
症
化
防
止
対
策

重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に

作
業
か
ら
の
離
脱
、
身
体

冷
却
な
ど
応
急
処
置
や
医

療
機
関
へ
の
搬
送
な
ど
の

手
順
を
事
業
所
ご
と
に
定

め
る
。

③
対
策
を
職
場
内
で
周
知

対
策
の
内
容
を
職
場
内

で
周
知
す
る
。

対
策
を
怠
っ
た
場
合

は
、
法
人
や
代
表
者
ら
に

6
カ
月
以
下
の
懲
役
又
は

50
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

◆
新
理
事
長
の
ご
紹
介

▽
神
奈
川
商
組
杉
田
謙
一

氏
（
杉
田
商
工
）

▽
岐
阜
商
組
大
原
章
義
氏

（
大
原
商
店
）

▽
兵
庫
商
組
伊
藤
好
博
氏

（
伊
藤
農
機
）

◆
新
事
務
局
長
の
ご
紹
介

▽
富
山
商
組
西
澤
幸
夫
氏

▽
滋
賀
商
組
坂
本
哲
氏

２
０
２
５
年
３
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
１９
件
《
農
水
省
》

3
月
は
5
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
19
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
死
亡

事
故
の
内
訳
は
、
機
械
等

と
の
間
に
挟
ま
れ
た
事
故

が
2
件
、
コ
ン
ベ
ア
に
巻

き
込
ま
れ
た
事
故
が
1

件
、
野
焼
き
に
よ
る
事
故

が
2
件
。
こ
れ
ら
を
含

め
、
コ
ン
ベ
ア
な
ど
回
転

部
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
故

が
5
件
あ
り
、
足
の
切
断

な
ど
重
症
を
負
っ
て
い

る
。
詰
ま
り
の
除
去
を
行

う
際
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め

る
習
慣
を
必
ず
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▽
6
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

気
象
庁
気
象
研
究
所
は

「
集
中
豪
雨
の
発
生
頻
度

が
こ
の
45
年
間
で
増
加
し

て
お
り
、
特
に
梅
雨
期
で

増
加
傾
向
が
顕
著
」
と
呼

び
掛
け
て
お
り
、
近
年

は
、
6
月
か
ら
7
月
に
増

水
し
た
水
路
や
川
に
農
業

者
が
流
さ
れ
る
事
故
が
毎

年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い

る
。
浸
水
の
深
さ
が
ひ
ざ

上
ま
で
に
な
る
と
歩
く
の

が
困
難
に
な
る
の
で
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
刈

払
機
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

が
、
使
用
時
は
以
下
の
3

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
保
護
メ

ガ
ネ
、
防
振
手
袋
な
ど
保

護
具
が
な
け
れ
ば
作
業
し

な
い
。

②
作
業
前
に
小
石
や
枝
、

硬
い
異
物
な
ど
を
除
去

し
、
半
径
15
ｍ
以
内
に
人

を
立
ち
入
ら
せ
な
い
。

③
刈
刃
に
詰
ま
っ
た
草
や

異
物
を
取
り
除
く
際
は
動

力
を
止
め
る
。

10
年
後
の
農
地
担
い
手
へ
の
集
約
難
し
く

地
域
計
画
策
定
状
況

職
場
の
熱
中
症
対
策
義
務
化
６
月
１
日
施
行
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２４年度の米屋の倒産・休廃業８８件
２年連続で前年超え

2
0
2
4
年
度
の
米
屋

（
米
穀
店
）
の
倒
産
お
よ

び
休
廃
業
が
88
件
と
な

り
、
2
年
連
続
で
前
年
を

上
回
っ
た
こ
と
が
帝
国
デ

ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査
で
わ

か
っ
た
。
背
景
に
は
、
在

庫
不
足
と
価
格
高
騰
で
小

規
模
店
で
は
仕
入
れ
が
困

難
と
な
り
、
ま
た
、
仕
入

値
高
騰
分
を
価
格
転
嫁
し

に
く
い
状
況
が
あ
る
。

▽
収
穫
量
減
と
需
要
増
で

仕
入
れ
が
困
難
に

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

よ
る
と
、
2
0
2
4
年
度

の
米
屋
の
倒
産
・
休
廃
業

件
数
は
88
件
。
23
年
度
の

80
件
か
ら
2
年
連
続
で
増

加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の

5
年
間
で
最
多
の
件
数
と

な
っ
た
。

23
年
産
米
の
作
況
は
全

国
平
均
で
平
年
並
み
の
1

0
1
だ
っ
た
が
、
実
際
の

収
穫
量
は
農
林
水
産
省
の

発
表
よ
り
少
な
い
と
の
声

が
あ
る
。
農
民
運
動
全
国

連
合
会
は
、
作
付
面
積
は

前
年
比
9
0
0
0
㌶
減
の

1
2
4
万
2
0
0
0
㌶
、

収
穫
量
は
前
年
比
8
万
㌧

減
の
6
6
1
万
㌧
。
さ
ら

に
、
昨
夏
の
酷
暑
に
よ

り
、
特
定
米
穀
（
※
）
の

発
生
量
も
前
年
比
16
万
㌧

減
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。

一
方
、
米
の
需
要
は
増

加
し
て
お
り
、
24
年
2
月

末
の
業
務
用
向
け
販
売
は

前
年
同
月
比
で
6
・
1
％

増
、
家
庭
用
向
け
販
売
も

前
年
同
月
比
8
・
0
％

増
。
こ
の
結
果
、
特
に
夏

頃
か
ら
市
場
の
在
庫
が
枯

渇
し
、
米
屋
は
継
続
的
な

仕
入
れ
が
難
し
く
な
っ

た
。
ま
た
、
仕
入
価
格
が

高
騰
し
て
も
販
売
価
格
に

転
嫁
し
に
く
い
こ
と
か

ら
、
経
営
が
圧
迫
さ
れ
た

状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

▽
半
数
近
く
が
前
年
よ
り

業
績
悪
化
／
2
割
は
赤
字

同
社
の
調
査
で
は
、
24

年
度
の
米
屋
に
お
け
る
損

益
状
況
は
、
前
年
度
か
ら

「
減
益
」
が
25
・
2
％
、

「
赤
字
転
落
」
が
22
・
4

％
で
、
合
わ
せ
て
「
業
績

悪
化
」
が
47
・
6
％
。
コ

メ
不
足
を
背
景
に
、
在
庫

分
の
コ
メ
が
高
値
で
取
引

で
き
た
こ
と
で
売
上
は
増

加
し
た
も
の
の
、
新
米
の

仕
入
れ
コ
ス
ト
が
想
定
以

上
に
増
加
し
た
こ
と
で
、

収
益
力
が
大
幅
に
低
下
し

た
米
屋
が
多
か
っ
た
。

実
際
、
24
年
産
米
の
取

引
価
格
は
前
年
か
ら
大
幅

に
上
昇
し
て
い
る
。
24
年

産
の
新
米
の
相
対
取
引
価

格
平
均
（
出
回
り
〜
2
月

ま
で
）
は
、
玄
米
60
㌔
当

た

り
2
万
4
3
8
3
円

と
、
前
年
産
か
ら
約
6

割
、
5
年
間
で
は
約
7
割

値
上
が
り
し
た
。
ま
た
、

昨
今
の
物
価
高
で
消
費
者

か
ら
の
支
持
が
高
い
「
安

い
銘
柄
」
の
コ
メ
も
5
年

間
で
2
倍
に
高
騰
す
る
な

ど
値
上
が
り
が
著
し
く
、

こ
う
し
た
銘
柄
の
取
り
扱

い
や
販
路
に
強
い
米
屋
は

特
に
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。同

社
は
、
小
規
模
の
米

屋
で
は
経
営
者
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
を
機
に
事
業
継

続
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
が

増
加
し
た
と
し
、
25
年
度

も
コ
メ
不
足
を
理
由
と
し

た
倒
産
・
休
廃
業
が
増
加

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
い
る
。

＊

急
激
な
コ
メ
価
格
の
高

騰
は
、
消
費
者
の
「
コ
メ

離
れ
」
を
加
速
す
る
恐
れ

が
あ
る
が
、
農
家
が
儲
か

ら
な
け
れ
ば
コ
メ
の
作
り

手
が
い
な
く
な
る
。
米
屋

も
常
に
一
定
数
の
在
庫
を

確
保
し
、
安
定
し
た
価
格

で
販
売
で
き
な
け
れ
ば
事

業
の
継
続
は
難
し
く
な
る

が
、
最
近
で
は
大
手
食
品

ス
ー
パ
ー
で
も
品
薄
感
が

強
い
。
コ
メ
農
家
・
米
屋

の
経
営
と
、
物
価
高
に
苦

し
む
消
費
者
の
双
方
を
意

識
し
た
、
持
続
可
能
な
コ

メ
作
り
と
流
通
体
制
の
構

築
が
急
が
れ
る
。

※
特
定
米
穀

収
穫
さ
れ
た
米
は
ふ
る

い
に
か
け
ら
れ
、
大
き
い

粒
と
小
さ
い
粒
に
わ
け
ら

れ
る
。
大
き
い
粒
は
主
食

用
米
に
使
用
さ
れ
、
小
さ

い
粒
（
1
・
8
〜
2
・
0

㎜
の
ふ
る
い
を
抜
け
た
、

粒
が
小
さ
く
割
れ
や
す
い

米
）
は
特
定
米
穀
と
し

て
、
主
に
米
菓
、
味
噌
、

焼
酎
、
ビ
ー
ル
な
ど
の
加

工
用
途
に
使
わ
れ
る
。

▼
在
庫
不
足
で
売
る
コ
メ
が
な
い

▼
仕
入
値
高
騰
も
価
格
転
嫁
で
き
ず

備
蓄
米
放
出
後
も
コ
メ

の
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
こ

と
を
受
け
、
政
府
が
備
蓄

米
の
入
札
要
件
を
緩
和
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
朝
日

新
聞
が
5
月
8
日
に
報
道

し
た
。
現
在
は
、
参
加
業

者
を
大
規
模
な
集
荷
業
者

に
限
り
、
ま
た
、
備
蓄
米

の
入
札
を
行
う
際
、
放
出

し
た
コ
メ
を
売
り
渡
し
て

か
ら
1
年
以
内
に
買
い
戻

す
こ
と
を
条
件
に
し
て
い

る
が
、
こ
の
買
い
戻
し
条

件
を
緩
和
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。
条
件
を
緩

和
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
業
者
の
参
加
を
可
能

に
し
、
流
通
経
路
を
広
げ

て
市
場
へ
の
供
給
を
増
や

し
、
米
価
の
下
落
を
促

す
。農

林
水
産
省
に
よ
る
備

蓄
米
の
流
通
先
調
査
で

は
、
3
月
に
行
っ
た
2
回

の
入
札
で
放
出
し
た
約
21

万
ト
ン
の
う
ち
、
4
月
13

日
ま
で
に
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
小
売
店
に
届
い
た
の
は

3
0
1
8
ト
ン
で
、
僅
か

1
・
4
％
に
留
ま
っ
て
い

る
。
同
省
は
4
月
後
半
か

ら
備
蓄
米
の
流
通
が
本
格

化
す
る
と
の
見
通
し
を
示

し
て
い
た
が
、
全
国
の
ス

ー
パ
ー
約
1
千
店
で
の
コ

メ
の
平
均
販
売
価
格
は
高

止
ま
り
し
た
ま
ま
だ
。
4

月
27
日
ま
で
の
1
週
間
に

販
売
さ
れ
た
コ
メ
の
平
均

価
格
は
、
5
キ
ロ
当
た
り

消
費
税
込
み
で
4
2
3
3

円
。
前
の
週
か
ら
12
円
上

昇
し
、
値
上
が
り
は
17
週

連
続
と
な
っ
た
。
上
が
り

幅
こ
そ
小
さ
く
な
っ
た

が
、
備
蓄
米
放
出
後
も
価

格
は
下
が
る
ど
こ
ろ
か
上

昇
し
続
け
て
い
る
。

同
省
は
、
備
蓄
米
の
放

出
を
今
夏
ま
で
毎
月
実
施

す
る
予
定
で
、
4
月
下
旬

の
3
回
目
の
入
札
で
は
10

万
ト
ン
が
落
札
さ
れ
た
。

し
か
し
、
放
出
分
と
同
量

の
コ
メ
を
原
則
1
年
以
内

に
買
い
戻
す
ル
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
以
前
か
ら
流
通

拡
大
を
阻
害
し
て
い
る
と

の
指
摘
が
あ
る
。

放
出
し
た
備
蓄
米
を
1

年
以
内
に
買
い
戻
す
と
い

う
条
件
で
は
、
政
府
が
買

い
戻
す
分
だ
け
市
場
に
出

回
る
米
が
減
少
し
、
こ
れ

が
需
給
逼
迫
を
引
き
起
こ

し
、
米
の
価
格
を
押
し
上

げ
る
要
因
と
な
る
。

ま
た
、
入
札
条
件
を
緩

和
し
て
参
加
業
者
が
増
え

た
と
し
て
も
、
最
高
値
を

提
示
し
た
集
荷
業
者
が
落

札
す
る
入
札
方
式
の
ま
ま

で
は
、
価
格
引
き
下
げ
に

つ
な
が
ら
な
い
と
の
指
摘

も
あ
る
。

備
蓄
米
買
い
戻
し
条
件

見
直
し
へ
入
札
要
件
緩
和
で
流
通
拡
大
図
る

第 7 4 6 号（第三種郵便物認可）全 農 機 商 報令和 7年 5月 1 5 日（木曜日）（３）



（４）令和 7年 5月 1 5 日（木曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 4 6 号



第 7 4 6 号（第三種郵便物認可）全 農 機 商 報令和 7年 5月 1 5 日（木曜日）（５）



（６）令和 7年 5月 1 5 日（木曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 4 6 号



第 7 4 6 号（第三種郵便物認可）全 農 機 商 報令和 7年 5月 1 5 日（木曜日）（７）



グ
ル
メ
サ
イ
ト
を
運
営

す
る
株
式
会
社
ぐ
る
な
び

は
、
価
格
高
騰
や
節
約
志

向
、
食
品
ロ
ス
へ
の
意
識

の
高
ま
り
な
ど
、
食
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
を
受

け
、
ぐ
る
な
び
会
員
を
対

象
に
、「
日
本
人
の
食
に

関
す
る
意
識
・
実
態
調
査
」

を
実
施
し
た
。
調
査
の
結

果
、
食
材
に
対
し
て
は
国

産
志
向
が
強
い
も
の
の
、

実
際
に
は
相
次
ぐ
値
上
げ

に
よ
る
価
格
高
騰
で
、
購

入
が
難
し
い
現
状
な
ど
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

▽
最
近
の
暮
ら
し
向
き
は

「
悪
く
な
っ
た
」
が
「
良

く
な
っ
た
」
を
上
回
る

最
近
の
暮
ら
し
向
き
は

ど
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
変
わ
ら
な
い
」
が
54
・

9
％
で
最
も
多
か
っ
た
。

「
良
く
な
っ
た
（
11
・
2

％
）
と
か
な
り
良
く
な
っ

た
2
・
2
％
」
の
合
計
が

13
・
4
％
に
対
し
て
、「
悪

く
な
っ
た
（
25
・
7
％
）

と
か
な
り
悪
く
な
っ
た

（
5
・
9
％
）」
の
合
計

が
31
・
6
％
と
な
り
、
悪

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る

割
合
が
20
ポ
イ
ン
ト
近
く

上
回
っ
た
。

▽
1
カ
月
の
食
費
は
昨
年

よ
り
2
0
0
0
円
以
上
増

加
月
1
日
以
上
食
材
・
食

品
購
入
か
つ
世
帯
の
食
費

を
管
理
し
て
い
る
人
（
ｎ

＝
1
0
6
6
）に
、1
カ
月

の
食
費
の
内
訳
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、1
位
か
ら
順
に
、

「
肉
類
」（
直
近
1
カ
月

当
た
り
6
2
4
1
円
／
昨

年
1
カ
月
5
8
0
8
円
）、

「
野
菜
」（
同
4
7
4
6
円

／
同
4
1
6
2
円
）、「
魚

介
類
」（
同
3
8
6
4
円
／

同
3
6
0
1
円
）、「
調
理

食
品（
レ
ト
ル
ト
・
惣
菜
・

弁
当
な
ど
）」（
同
3
6
5

9
円
／
同
3
4
5
4
円
）、

「
米
」（
同
3
5
6
7
円

／
同
3
1
5
0
円
）
で
、

合
わ
せ
る
と
昨
年
よ
り
2

0
0
0
円
以
上
増
加
し

た
。
代
わ
り
に
、「
果
物
」

と
「
菓
子
類
」
は
、
昨
年

よ
り
減
少
し
た
。

▽
米
は
8
割
近
く
が
「
必

ず
国
産
」
／
ほ
と
ん
ど
の

食
材
で
「
国
産
志
向
」
も

現
実
は
難
し
く

前
問
と
同
じ
人
に
、
直

近
半
年
の
買
い
物
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
食
材
で
購
入
時

に
ど
の
程
度
国
産
品
を
選

ん
だ
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
米
」
と
「
乳
卵
類
」
で

は
「
必
ず
国
産
」（
各
77
・

6
％
・
54
・
7
％
）
が
5

割
以
上
だ
っ
た
。「
魚
介

類
」「
肉
類
」「
果
物
」
で

は
「
特
に
国
産
に
こ
だ
わ

ら
な
い
」
が
3
割
を
超
え

た
が
、
い
ず
れ
も
「
出
来

る
限
り
国
産
」
と
の
回
答

が
4
割
を
超
え
て
お
り
、

で
き
れ
ば
国
産
に
し
た
い

と
い
う
考
え
が
見
て
と
れ

る
結
果
だ
っ
た
。

ま
た
、「
必
ず
国
産
」

と
「
で
き
る
限
り
国
産
」

を
選
ん
だ
人
に
、
こ
こ
最

近
で
、
国
産
の
購
入
が
流

通
量
の
減
少
や
価
格
の
高

騰
で
難
し
く
な
っ
て
き
た

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
か

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
米
」

と
「
野
菜
」
で
は
、「
頻

繁
に
あ
る
」
が
と
も
に
6

割
を
超
え
た
。
一
方
、「
ま

っ
た
く
な
い
」
と
の
回
答

は
「
豆
・
豆
製
品
」
で
2

割
を
超
え
る
の
み
で
、
ほ

と
ん
ど
の
食
材
で
国
産
の

購
入
を
難
し
く
感
じ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

【
調
査
概
要
】

▽
調
査
期
間
：
2
0
2
5

年
2
月
9
日
〜
12
日

▽
調
査
方
法
：
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア

ン
ケ
ー
ト

▽
調
査
対
象
：
全
国

▽
回
答
者
：
20
代
〜
60
代

の
ぐ
る
な
び
会
員
2
1
9

9
名

国
産
志
向
６
割
超
え
も
価
格
高
騰
で
難
し
く

日
本
人
の
食
に
関
す
る
意
識
・
実
態
調
査
ぐ
る
な
び
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